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(主論文の要旨)　　　　　

　現在、素粒子標準模型は、ニュートリノの質量以外は実験と完全に一致しており、

現実世界をよくあらわしている。その素粒子標準模型では、レプトンはフレーバー量

子数を保存するようにできているが、ニュートリノの質量の発見により、フレーバー

量子数は現実世界の厳密な保存量ではないことがわかった。素粒子標準模型では荷電

レプトンのフレーバー量子数は厳密に保存しているので、荷電レプトンのフレーバー

量子数を保存しない (LFV)崩壊過程が見つかれば、明らかに素粒子標準模型を越える
新しい物理の発見であると言える。　　　　

　 LFV崩壊過程は実験、理論の両面から精力的に研究されてきた。特にタウ粒子は、
KEKの B-Factoryにおいて、B中間子とほぼ同量生成されており、日々崩壊のデータ
が蓄積されている。さらに、将来 Super B-Factory ができると、現在の 50倍のデー
タが得られると期待される。この豊富なデータにより、実験のバウンドが大幅に下が

り、レプトンフレーバーを破る崩壊が見つかる可能性がある。理論的にも、超対称性

を用いた標準模型などで、現在の分岐比に対する実験からの制限の少し下に出てきて

将来の実験で発見できる可能性が示唆されている。

　ところが、この現象が発見された場合、それは新しい物理であるので、原因が何で

あるのかということは一般にはわからない。いろいろな模型を仮定しての LFV 崩壊の
分岐比に対する計算はなされている。しかし、同じ分岐比を導出する模型はいくつも

存在するので、分岐比のみを使って正しい模型を特定することはできない。特定する

ためには、より多くの情報を実験から引き出さなければならない。

　そこで、本研究では実験結果から正しい模型を特定すべく、代表的な LFV 崩壊モー
ドである τ→ 3μ 崩壊モードについて、特定のモデルを仮定することなく、8種類の
相互作用を持った非常に一般のラグランジアンを仮定し、そこから微分分岐比を導出

した。また、B-Factory での実験を念頭に置いて、始状態である電子陽電子衝突から
τペアのそれぞれの崩壊までを追う微分散乱断面積を導出した。その結果、微分散乱

断面積の形がきわめて複雑になったが、そこから結合定数の大きさなど必要な情報を

抜き出すための具体的な方法を示した。さらに、抜き出される結合定数の情報は絶対

値の２乗や２種類の結合定数の積、その線形結合の形で出てくる。本研究ではこれら

の情報から、どこまでカレント構造や、パリティ、CPなどの性質を探ることができる
のか考察した。　　　　　　　

　また、３世代目のスフェルミオンのみ軽いという特徴的なスペクトラムを持った超

対称性大統一理論と、tan β の大きい超対称性シーソー模型との、それぞれを

仮定して、上記の解析を適用した場合のそれぞれの模型からの予言を示した。


